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（取組名称）「教育力を基盤とした全学的なキャリア形成支援体制の強化」 
 

 
１取組の概要 

帝塚山大学は、「教育力が強い」「学生への教育・支援がきめ細かい」「地域と国際社会に開

かれた」大学を標榜し、それを教育目標として、学長・副学長を中心としたマネジメント

体制の下、各学部・学科の特色を生かした教育活動を展開している。本取組は、前記の教

育目標を念頭に置き、学士力の構築に向けた本学の教育力の強化・向上が、結果として大

学教育の成果のひとつである就職に結びつくよう、各教育部門、事務部門が連携し、教職

員が一丸となって学生へのきめ細かい支援を強化して実施するものである。同時に就職業

務を所管するキャリアセンターが中心となり、学生支援、教育支援等の総合的なキャリア

形成支援を推進するとともに、積極的な企業開拓の実施や、学生・教職員・保護者への各

種就職関係情報の提供を行うことで、厳しい就職環境の中にあっても高い成果を上げてい

くことを目指すものである。 

 
２ 取組の趣旨・目的・達成目標 

・取組の趣旨・目的 

本取組は、本学の掲げる「教育力が強い」、「学生への教育・支援がきめ細かい」などの教

育目標を念頭に置いた上で、各教育部門、事務部門が連携し、教職員が一丸となって学生

へのきめ細かい支援を推進することにより、学士力の構築に向けた教育力を強化・向上さ

せ、さらには大学教育の成果のひとつである就職に結びつけるものである。 

・達成目標 

①キャリア形成支援科目を充実させることによる教育力の強化・向上、②学生相談や各種

講座を充実させることによるキャリア形成支援体制の強化、③企業開拓による求人数の拡

大を目標とし、その結果、就職率の向上につなげるものとする。 

 

３ 取組の具体的内容・実施体制 

・取組の具体的内容 

①キャリア形成支援科目を充実させる。②各種能力養成講座の開催、就職活動を終えた学

生相談アシスタントの活用等を含めた窓口対応の充実、ＩＴを活用した情報提供の拡充を

行う。③企業開拓を活発に行い、企業とのパイプを太くする。 

・取組の実施体制 

教育部門として、学長直轄のキャリアセンター委員会を設置し、各学部から選出された委

員による実施運営に関する議論の場を確保している。また、事務部門からも学生支援セン

ター部長やキャリアセンター職員が委員として出席し、両部門が融合した全学的な実施体

制をとっている。また企業開拓については、要員を新規に採用することにより、万全な体

制をとることが可能になる。 

 

 



４ 取組の評価体制・評価方法 

・取組の評価体制 

本取組の評価体制については、キャリアセンター委員会において、本取組の進捗状況を確

認するとともに、調整や改善を行う。また、卒業生や保護者、採用企業担当者等による外

部評価委員会を年度ごとに開催し、学内、学外両面からの評価体制を構築する。 

・達成目標に対する達成度についての指標 

①キャリア教育の浸透により、キャリア形成支援科目の受講者数の増加やインターンシッ

プ受入先および参加者数の増加が実現でき、②各種能力養成講座の開催数の増加や学生相

談アシスタントの増員による相談の多様化により、学生の満足度が高まり、③企業開拓職

員の補強で現状の2倍の企業訪問が可能となるので、就職率の10%上昇および無業者率の5%

減少を指標とする。 

 

５ 取組の実施計画等 

・実施計画 

 

・財政支援期間終了後の展開 

 

 
６ 本取組の成果 

・ 保護者パンフレットの作成 

綿密な実施計画を策定し、 必要な設備･機器の整備や企業開拓職員の採用等を行う。 キャリ

ア形成支援科目を充実するとともに、 就職力向上を目指した各種能力養成講座を展開し、 学

生相談アシスタントの活用、 就職相談会の積極的な開催、 情報提供の拡充、 企業開拓を重

点的に実施する。 また、 関係委員会の開催により、 取組の推進の検証を行いつつ、 目標の

達成を目指す。

取組期間に実施する就職活動を終えた学生相談アシスタント制度、 キャリア形成支援科目、

各種講座やインターンシップは、 関係委員会や外部の意見に基づく検証が行われるため、 財

政支援期間終了後も継続的に発展、 拡充し、 効果が見込まれる取組である。 特に継続的な

企業開拓活動は企業とのパイプを一層太くし、 大学と企業との交流や連携をさらに深めるものと

なる。


